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■
県
議
選

昭
和
六
十
二
年
四
月
九
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
十
八
年
十
二

月
二
十
九
日
ま
で
に
本
市
に
住
民
登

録
を
し
た
人
、
ま
た
は
そ
れ
以
前
か

ら
本
市
に
住
所
が
あ
り
住
民
基
本
台

帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す(

日

本
国
籍
を
有
す
る
こ
と
を
要
し
ま

す)

。本
年
三
月
二
十
四
日
以
後
に
市
内

転
居
の
届
け
出
を
し
た
人
は
、
転
居

前
の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
郵
送
さ
れ
る
入
場
券
で
投

票
所
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
十
八
年
十
二
月
三
十
日
以
後

に
県
外
か
ら
本
市
に
転
入
し
て
き
た

人
は
本
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
選
挙
で
は

投
票
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
県
内
の

他
市
町
村
か
ら
転
入
の
届
け
出
を
し

た
人
も
、
同
様
に
本
市
で
は
投
票
で

き
ま
せ
ん
が
、
前
住
所
地
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
の

市
町
村
で
投
票
が
で
き
ま
す
。
こ
の

場
合
に
は
、
本
市
に
住
所
が
あ
る
証

明
が
必
要
で
す
の
で
、
証
明
書
を
持

参
し
て
、
前
住
所
地
の
投
票
所
へ
お

出
掛
け
く
だ
さ
い
。
詳
い
こ
と
は
、
前

住
所
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
十
八
年
十
二
月
七
日
以
前
に

本
市
か
ら
転
出
し
た
人
は
、
本
市
の

選
挙
人
名
簿
か
ら
抹
消
さ
れ
る
の
で

本
市
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。
平
成

十
八
年
十
二
月
八
日
以
後
に
県
外
の

市
町
村
へ
転
出
し
た
人
も
、
入
場
券

が
届
い
て
も
本
市
で
は
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

平
成
十
八
年
十
二
月
八
日
以
後
に

本
市
か
ら
県
内
の
市
町
村
へ
転
出
し

た
人
で
、
転
出
先
の
市
町
村
の
選
挙

人
名
簿
に
ま
だ
登
録
さ
れ
て
い
な
い

人
は
、
本
市
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
こ
の
場
合
に
は
、
転
出

先
の
市
町
村
に
住
所
が
あ
る
証
明
が

必
要
で
す
の
で
、
転
出
先
の
市
町
村

の
証
明
書
を
持
参
し
て
、
転
出
前
の

投
票
所
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い(

期

日
前
投
票
も
で
き
ま
す)

。

た
だ
し
、
住
所
の
移
転
は
市
町
村

を
単
位
と
し
て
一
回
に
限
ら
れ
、
二

回
以
上
移
転
し
た
場
合
に
は
投
票
で

き
ま
せ
ん
。

■
市
議
選

昭
和
六
十
二
年
四
月
二
十
三
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
今
年
の
一
月

十
四
日
ま
で
に
本
市
に
住
民
登
録
を

し
た
人
、
ま
た
は
そ
れ
以
前
か
ら
本

市
に
住
所
が
あ
り
住
民
基
本
台
帳
に

記
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す(

日
本
国

籍
を
有
す
る
こ
と
を
要
し
ま
す)

。

本
年
四
月
九
日
ま
で
に
市
内
転
居
の

届
け
出
を
し
た
人
は
、
転
居
後
の
投

票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
本
年
四
月
十
日
以
後
に
届
け
出

を
し
た
人
は
、
転
居
前
の
投
票
所
で

投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
郵

送
さ
れ
る
入
場
券
で
投
票
所
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
年
の
１
月
15
日
以
後
に
本
市

に
転
入
の
届
け
出
を
し
た
人
や
投

票
日
の
前
日
ま
で
に
本
市
か
ら
他

市
町
村
へ
転
出
し
た
人
は
、
入
場

券
が
届
い
た
と
し
て
も
投
票
で
き

ま
せ
ん

投
票
所
入
場
券
は
、
各
世
帯
へ
郵

送
す
る
予
定
で
す
。
入
場
券
が
お
手

元
に
届
か
な
い
と
き
や
紛
失
し
た
場

合
で
も
、
本
人
確
認
が
で
き
れ
ば
投
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群馬県議会議員選挙

４月８日 (日)
沼田市議会議員選挙

４月22日 (日)
選挙管理委員会1内線３２１７

これからの県政、市政を担う代表を選ぶ大切な選挙で
す。選挙に関心を持って、棄権や違反のないよう、みん
なそろって責任ある一票を投票しましょう。

投
票
で
き
る
人

投
票
所
入
場
券

未来をつくる
あなたの一票大切に

選挙のめいすいくん
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票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
係
員
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

投
票
は
自
分
で
書
く
こ
と
が
原
則

で
す
が
、
体
が
不
自
由
な
ど
の
理
由

で
本
人
が
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
と

き
は
、代
理
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
目
の
不
自
由
な
人
は
、
点
字

で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い

ず
れ
の
場
合
も
投
票
所
係
員
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
投
票
の
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

滞
在
地
や
県
選
挙
管
理
委
員
会
指

定
の
施
設
で
行
う
投
票
、
身
体
に
重

度
の
障
害
が
あ
る
人
の
郵
便
投
票
は

不
在
者
投
票
と
な
り
ま
す
。

●
指
定
施
設
で
の
不
在
者
投
票

県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た

施
設(

市
内
で
は
沼
田
病
院
・
利
根

中
央
病
院
・
内
田
病
院
・
沼
田
脳
神

経
外
科
循
環
器
科
病
院
・
大
誠
苑
・
恵

寿
の
園
・
と
ね
・
愛
宕
老
人
ホ
ー
ム
・
き

き
ょ
う
の
里
・
花
の
苑
・
沼
田
警
察

署)

に
入
院
、
入
所
し
て
い
る
人
は

要
件
を
満
た
せ
ば
施
設
内
で
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。
各
施
設
の
管
理

者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人

は
、
選
挙
期
日
の
四
日
前(

県
議
選

４
月
４
日
、
市
議
選
４
月
18
日)

ま

で
に
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙

な
ど
を
請
求
す
る
こ
と
で
、
郵
便
に

よ
る
投
票
が
で
き
ま
す
。
現
在
、
証

明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
有

効
期
間
が
投
票
日
当
日
ま
で
に
満
了

す
る
人
は
、
新
た
に
証
明
書
の
交
付

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報
は
、
県
議
選
、
市
議
選

と
も
に
新
聞
折
り
込
み
で
各
世
帯
へ

配
布
し
ま
す
。
新
聞
を
購
読
し
て
い

な
い
世
帯
に
は
、
各
町
区
長
宅
、
下

川
田
町
地
区
委
員
宅
の
ほ
か
、
市
役

所
な
ど
の
市
関
係
施
設
、
沼
田
郵
便

局
、
沼
田
駅
な
ど
に
備
え
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
希
望
者
に
は
郵
送
も
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
、
選
挙
管
理
委
員

会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
県
議
選

と
き

４
月
８
日(

日)

午
後
８
時

30
分

と
こ
ろ

沼
田
市
民
体
育
館

■
市
議
選

と
き

４
月
22
日(

日)

午
後
８
時

30
分

と
こ
ろ

沼
田
小
学
校
屋
内
運
動
場

告
示
日
の
立
候
補
届
け
出
に
先
立

ち
、
提
出
書
類
の
事
前
審
査
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

■
県
議
選

と
き

３
月
15
日(

木)

・
16
日(

金)

と
こ
ろ

市
役
所
北
庁
舎
３
階
第
２

会
議
室

■
市
議
選

と
き

３
月
24
日(

土)

・
25
日(

日)

と
こ
ろ

市
役
所
北
庁
舎
３
階
第
３

会
議
室

※
両
事
前
審
査
と
も
、
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

選
挙
期
日
の
告
示
日
、
午
前
八
時

三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
立
候
補

の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

■
県
議
選

と
き

３
月
30
日(

金)

と
こ
ろ

市
役
所
北
庁
舎
３
階
第
３

会
議
室

■
市
議
選

と
き

４
月
15
日(

日)

と
こ
ろ

市
役
所
北
庁
舎
３
階
第
３

会
議
室

代
理
投
票
と
点
字
投
票

不
在
者
投
票

選
挙
公
報

開
票
は
午
後
８
時
30
分
か
ら

立
候
補
届
出
受
付

立
候
補
届
出
書
類
事
前
審
査

投票時間は一部を除いて

午前７時～午後７時まで
※平川集落センター、伊香原地区集会所、園原ふれあい屋内運動場、利
根第４生活改善センター、根利集会所、砂川集会所は、午前７時
から午後６時までです
※投票所と区域は従来と同様です
※夕方は、混み合うことが予想されます。早めに投票しましょう

～土・日曜日もできます～～土・日曜日もできます～～土・日曜日もできます～～土・日曜日もできます～～土・日曜日もできます～～土・日曜日もできます～～土・日曜日もできます～～土・日曜日もできます～～土・日曜日もできます～～土・日曜日もできます～～土・日曜日もできます～～土・日曜日もできます～～土・日曜日もできます～～土・日曜日もできます～～土・日曜日もできます～～土・日曜日もできます～～土・日曜日もできます～

投票日に次の事由に該当するは、あらかじめ期日

前投票をすることができます。

●投票日に仕事に従事する人

●投票日に用務などのため市外に旅行中、または滞

在中の人

●病気や出産、身体の障害のために歩行が困難な人

など

※入場券がお手元に届いていない場合でも、本人確

認ができれば投票できますので、投票所係員に申

し出てください

※受け付けの際に、宣誓書に記入していただきます

のであらかじめご了承ください

■県議選
期間 ３月31日(土)から４月７日(土)までの午前８

時30分から午後８時まで

■市議選
期間 ４月16日(月)から４月21日(土)までの午前

８時30分から午後８時まで

※どちらの選挙も、市役所市民ホール・白沢町振興

局ロビー・利根町振興局ロビーで投票できます

期日前投票

期日前投票
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本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
平
成
十
七
年
度
を
目
標
年
度
と
し
て
、
平
成
十
二
年
十
二
月
に
策
定
し
た「
第
四
次

総
合
計
画
」を
市
政
運
営
の
基
本
指
針
と
し
て
、
こ
れ
に
基
づ
く
各
施
策
の
推
進
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
社
会
経
済
情
勢
は
、
深
刻
化
す
る
環
境
問
題
、
加
速
す
る
高
度
情
報
化
と
国
際
化
、
三

位
一
体
な
ど
の
国
の
行
政
改
革
の
推
進
、
少
子
高
齢
化
か
ら
人
口
減
少
社
会
の
到
来
、
団
塊
世
代
の
定
年
退
職

に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
成
員
の
変
化
、
市
民
活
動
の
活
発
化
、
多
様
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
需
要
の
増
加

な
ど
、「
第
四
次
総
合
計
画
」策
定
時
の
予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
変
貌
し
て
お
り
、
厳
し
い
財
政

状
況
や
市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
本
市
が
地
域
の
有
す
る
資
源
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
と
施
策
の
展
開
を
明
確
に
示
す
も
の
と
し
て
、
今
後
十
年
間
の
施
策
の
推
進
計
画
で
あ
る「
第
五
次
総
合
計

画
」を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
新
し
い
沼
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
の
基
本
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
平
成
十
七
年
度
を
目
標
年
度
と
し
て
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まちづくりの理念と将来像

本市では、市民憲章にうたわれている『平和を守り、人間性ゆたかなまちづくり』と森林文化都市宣言による『人と自

然が真にふれあう理想のまち』の実現とその継承を基本理念として、まちづくりを進めてきました。

これまでの基本理念を継承しながら時代の変化への対応を図るため｢自主自立をめざした地域内分権型のまち｣、｢うる

おい、ゆとり、やすらぎのあるまち｣、｢市民が参画する生活者本位のまち｣、｢広域的視野に立ったまち｣の４つを新しい

時代の基本理念とし、広大な自然と人々が共生する交流拠点として、｢活気｣と｢交流｣のある個性輝くまちを目指し、将

来像を｢水と緑の大地　田園空間都市｣と構想しました。

目標達成のための６つの施策の大綱

経済優先の社会から精神的に豊かな社会の実現が求められているなか、時代や地域に対応した柔軟な行政運営によっ

て、やすらぎとゆとり、うるおいがあり、市民一人一人が健康で生きがいを感じることができる市民の視点に立ったま

ちづくりを推進するとともに、交通や高度情報ネットワークなどの進展により、市民の生活圏や経済圏は拡大傾向にあ

るなかで、市民がより多様性、選択性のある優れた都市機能を享受できるよう、広域的視野に立って次の６つの施策の

大綱を定め、市民と行政が協働し、その推進を図ります。

１　ひとを育み文化を育むまちづくり(教育・文化環境づくり)

２　元気で安心して暮らせるまちづくり(保健・医療・福祉環境づくり)

３　自然にやさしくひとにやさしいまちづくり(環境づくり)

４　安心安全で機能的なまちづくり(都市基盤・生活環境づくり)

５　活力を創造するまちづくり(産業づくり)

６　みんなで築く地域の多様性を生かしたまちづくり(パートナーシップづくり)

策定までの経過

第五次総合計画は、市民アンケートをはじめ中学生・高校生アンケート、準市民アンケートの実施、各団体の代表者

および公募市民で構成する市民検討委員会の設置などにより、市民の皆さんの意見を幅広く伺い、その意見をできる限

り反映し、計画の原案がまとめられました。
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の答申を受け、９月４日開会の定例市議会に基本構想を上程し９月26日に議決されました。これにより、新年度から第
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のでご覧ください。
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これまでの基本理念を継承しながら時代の変化への対応を図るため｢自主自立をめざした地域内分権型のまち｣、｢うる

おい、ゆとり、やすらぎのあるまち｣、｢市民が参画する生活者本位のまち｣、｢広域的視野に立ったまち｣の４つを新しい

時代の基本理念とし、広大な自然と人々が共生する交流拠点として、｢活気｣と｢交流｣のある個性輝くまちを目指し、将

来像を｢水と緑の大地　田園空間都市｣と構想しました。

目標達成のための６つの施策の大綱

経済優先の社会から精神的に豊かな社会の実現が求められているなか、時代や地域に対応した柔軟な行政運営によっ

て、やすらぎとゆとり、うるおいがあり、市民一人一人が健康で生きがいを感じることができる市民の視点に立ったま

ちづくりを推進するとともに、交通や高度情報ネットワークなどの進展により、市民の生活圏や経済圏は拡大傾向にあ

るなかで、市民がより多様性、選択性のある優れた都市機能を享受できるよう、広域的視野に立って次の６つの施策の

大綱を定め、市民と行政が協働し、その推進を図ります。

１　ひとを育み文化を育むまちづくり(教育・文化環境づくり)

２　元気で安心して暮らせるまちづくり(保健・医療・福祉環境づくり)
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５　活力を創造するまちづくり(産業づくり)

６　みんなで築く地域の多様性を生かしたまちづくり(パートナーシップづくり)
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■
届
出
が
遅
れ
る
と

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
保

険
証
が
無
い
間
の
医
療
費
は
、
全
額

が
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。
後
日
、
届

け
出
を
す
る
と
、
前
の
保
険
が
切
れ

た
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
資
格
を
得

ら
れ
ま
す
が
、
国
保
税
も
資
格
が
発

生
し
た
日
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
の
で

一
度
に
多
額
の
国
保
税
を
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

■
学
生
用
の
保
険
証

家
族
と
離
れ
て
住
む
学
生
の
た
め

に
、
学
生
用
の
保
険
証
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
有
効
期
間
は
、
翌
年
の
三

月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。
な
お
、
学

生
で
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
速
や

か
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
七
月
ま
で
は
仮
算
定

四
月
か
ら
七
月(

１
期
か
ら
４
期)

ま
で
の
国
保
税
は
、
前
年
度
の
税
額

を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。
八
月
に
年

税
額
を
計
算
し
、
七
月
ま
で
の
税
額

を
差
し
引
い
た
残
り
を
、
八
月
か
ら

翌
年
三
月(
５
期
か
ら
12
期)

で
納
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
老
人
保
健
の
資
格
変
更

老
人
保
健
該
当
者(
75
歳
以
上
の

人)

と
す
で
に
老
人
保
健
に
加
入
し

て
い
る
人(

昭
和
７
年
９
月
30
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人)

や
障
害
認
定
を

受
け
て
い
る
人(

65
歳
以
上
の
人)

は

次
の
場
合
に
資
格
変
更
の
届
け
出
が

必
要
で
す
。

▽
医
療
保
険
が
変
わ
っ
た
と
き

▽
転
出
、
ま
た
は
転
入
し
た
と
き

退
職
し
て
国
保
に
加
入
し
、
厚
生

年
金
な
ど
を
受
け
て
い
る
人
と
そ
の

家
族
は「
退
職
者
医
療
制
度
」で
診
療

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
本
人

が
老
人
保
健
法
の
該
当
に
な
る
ま
で

の
間
、
適
用
さ
れ
ま
す
。

年
金
受
給
権
を
取
得
し
た
日
か
ら

適
用
資
格
が
発
生
し
ま
す
の
で
、
必

ず
該
当
の
有
無
を
確
認
の
上
、
年
金

証
書
や
年
金
裁
定
通
知
書
な
ど
の
書

類
を
受
け
取
っ
て
か
ら
、
十
四
日
以

内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か

退
職
者
医
療
制
度
　

こんなときは必ず14日以内に届け出を

異動の季節です。手続きはお早めに!!

国民健康保険国民健康保険国民健康保険国民健康保険国民健康保険国民健康保険国民健康保険国民健康保険国民健康保険国民健康保険国民健康保険国民健康保険国民健康保険国民健康保険国民健康保険国民健康保険国民健康保険
市民課国保係1内線３１３１　白沢町市民課市民係1内線３２　利根町市民課市民係1内線４５

職場の医療保険(健康保険・共済組合など)に加入

している人以外は、すべて国民健康保険(国保)に入

らなければなりません。就職や退職、転入・転職

などによる国保への加入や脱退には、届け出が必

要です。保険証を確認し、14日以内に手続きをし

てください。

ほかの市町村から転入してきたとき

職場の健康保険をやめたとき
またはその扶養家族から外れたとき
子どもが生まれたとき
生活保護を受けなくなったとき
１年以上の在留資格がある人で
外国人登録を行ったとき
ほかの市町村へ転出するとき
職場の健康保険へ加入したとき
または扶養家族になったとき

死亡したとき
生活保護を受けるようになったとき
外国人の加入資格が無くなったとき
退職者医療制度に該当したとき
住所､世帯主､氏名などが変わったとき
出稼ぎなどで別の保険証が必要なとき
修学のため別に住所を定めるとき

保険証を紛失したり破損したとき

届け出が必要なとき

国
保
へ
の
加
入

国
保
か
ら
の
脱
退

そ
の
他

印鑑、転出証明書
前年の所得が分かる書類
印鑑、社会保険離脱証明書

印鑑、保険証、母子健康手帳
印鑑、保護廃止決定通知書
印鑑、外国人登録証明書、パスポート

印鑑、保険証
印鑑、国民健康保険証、加入した職場
の健康保険証。扶養家族になったとき
は、取得年月日の分かるもの
印鑑、保険証
印鑑、保険証、保護開始決定通知書
印鑑、保険証、外国人登録証明書
印鑑、保険証、年金証書、裁定通知書
印鑑、保険証

印鑑、保険証、学生であることを証明
するもの
印鑑、破損した保険証、身分を証明す
るもの

追加加入
のときは
保険証

手続に必要なもの



福
祉
医
療
は
、
医
療
費(

保
険
診

療)

の
う
ち
、
自
己
負
担
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
費
用
を
市
が
負
担
し

無
料
に
な
る
制
度
で
す(

入
院
時
食

事
療
養
費
、
訪
問
看
護
、
柔
道
整
復

師
、
薬
剤
一
部
負
担
金
、
治
療
用
装

具
な
ど
の
費
用
も
含
み
ま
す)

。

別
表
の
資
格
要
件
に
該
当
す
る
人

に
は
、
福
祉
医
療
受
給
資
格
者
証
が

交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
福
祉
医
療
受
給
資
格
者
証

は
、
県
内
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た

と
き
保
険
証
と
一
緒
に
病
院
の
窓
口

に
提
示
す
る
と
、
保
険
診
療
が
無
料

に
な
り
ま
す
。
県
外
で
の
受
診(

老

人
医
療
該
当
者
は
除
く)

や
治
療
用

装
具
を
装
着
し
た
と
き
は
、
負
担
金

を
支
払
っ
て
か
ら
市
へ
請
求
の
手
続

を
し
て
く
だ
さ
い
。

渋
川
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
三

月
十
日(

土)

と
十
一
日(

日)

の
二
日

間
、
国
民
年
金
保
険
料
納
付
相
談
窓

口
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
将
来
受
け
る
年
金
額
が
減
額

さ
れ
た
り
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
ば
か
り
か
、
万
が
一
の
事
故
な

ど
で
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
の
障
害

年
金
や
、
一
家
の
支
え
手
が
亡
く
な

っ
た
と
き
の
遺
族
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

受
付
時
間
は
、
午
前
九
時
三
十
分

か
ら
午
後
四
時
ま
で
で
す
。
日
ご
ろ

忙
し
く
、
保
険
料
の
納
付
や
免
除
の

相
談
が
で
き
な
い
人
な
ど
は
、
年
金

手
帳
ま
た
は
納
付
書
を
持
参
し
、
ぜ

ひ
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
口
座
振
替
で
の
保
険
料
納

付
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
預
金
通
帳

と
届
け
出
印
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
渋
川
社
会
保
険

事
務
所
1
０
２
７
９

１
６
１
１
へ
。

平
成
十
九
年
四
月
か
ら
、
次
の
事

項
に
該
当
す
る
戸
籍
の
証
明
書
の
交

付
に
つ
い
て
、
無
料
に
な
り
ま
す
。

該
当
す
る
戸
籍
の
証
明
は
全
部
、
個

人
ま
た
は
一
部
の
戸
籍
記
載
事
項
証

明
で
す
。

▼
該
当
対
象
事
項

▽
労
災
補
償
▽
国
・
公
務
災
害
補
償

▽
地
方
公
務
災
害
補
償
▽
公
害
健
康

被
害
補
償
▽
犯
罪
被
害
者
給
付
金
▽

原
爆
被
害
者
援
護
▽
児
童
扶
養
手
当

▽
特
別
児
童
扶
養
手
当
▽
石
綿
健
康

被
害
補
償
▽
失
業
給
付
▽
国
民
健
康

保
険
給
付
▽
私
立
学
校
共
済
▽
厚
生

年
金
法
▽
健
康
保
険
給
付
▽
国
民
年

金
▽
中
小
企
業
退
職
共
済
▽
小
規
模

企
業
共
済
▽
国
家
公
務
員
共
済
▽
地

方
公
務
員
共
済
▽
社
会
福
祉
施
設
共

済
▽
農
業
者
年
金
▽
特
別
障
害
給
付

金
▽
日
本
と
ド
イ
ツ
協
定
▽
日
本
と

フ
ラ
ン
ス
協
定
▽
日
本
と
ベ
ル
ギ
ー

協
定
▽
日
本
と
ア
メ
リ
カ
協
定
▽
日

本
と
カ
ナ
ダ
協
定
▽
犯
罪
被
害
財
産

等
に
よ
る
被
害
回
復
給
付
金
の
支
給

※
対
象
請
求
者
・
対
象
戸
籍
は
、
そ

れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い

詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
課
市
民
係

1
内
線
３
１
２
４
へ
。
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該
当
す
る
人
は
手
続
き
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

福
祉
医
療
制
度

福
祉
医
療
制
度

市
民
課
国
保
係
1
内
線
３
１
３
１

白
沢
町
市
民
課
市
民
係
1
内
線
３
２

利
根
町
市
民
課
市
民
係
1
内
線
４
５

別表　　 制度の内容と手続きに必要なもの

休
日
の
国
民
年
金
保
険
料
納
付
相
談

会
の
ご
案
内

年
金
請
求
や
健
康
保
険
の
給
付
な
ど

に
使
用
す
る
戸
籍
に
関
す
る
証
明
書

の
無
料
化
に
つ
い
て

年金の窓口から

種　類 資　格　要　件

未就学児

(小学校卒業の３月31日まで)

身障手帳１級または２級

障害年金(国民年金)１級

特別児童扶養手当１級

療育手帳判定ＡまたはＢ中

障害年金１級程度での障害で年

金を受給することができない人

身障手帳１級または２級

障害年金(国民年金)１級

療育手帳判定ＡまたはＢ中

障害年金１級程度での障害で年

金を受給することができない人

母子および寡婦福祉法第５条第

１項に規定する配偶者のない女

子で、現に18歳未満の児童を扶

養しているものおよびその児童

父子家庭の父子

(母子と同一要件) 

18歳未満の父母のない児童

保険証、印鑑

身体障害者手帳

年金証書

証書

療育手帳

所定の診断書

身体障害者手帳

年金証書

療育手帳

所定の診断書

本市に本籍がない

人は戸籍謄本。転

入者は前住所地の

課税証明書

父母のない事実を

明らかにする証明

乳幼児

重度心身障

害者

高齢重度障

害者(65歳

以上)

母子・父子

家庭

いずれの場合も保険証・印鑑が必要です。

※要件を満たさなくなったときは、資格を喪失します

※高齢重度障害者は、振込口座番号も必要となります

必要なもの



主
な
出
火
原
因
は
、
ご
み
や
枯
れ

草
な
ど
の
焼
却
、
ガ
ス
こ
ん
ろ
、
風

呂
釜
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
日
常
生
活
の

火
の
使
用
か
ら
火
災
に
つ
な
が
る
ケ

ー
ス
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

ご
自
宅
で
の
暖
房
器
具
や
ガ
ス
器

具
の
使
用
方
法
の
再
確
認
、
お
出
掛

け
前
や
お
休
み
前
、
火
を
扱
っ
た
後

の
火
の
元
の
再
確
認
な
ど
、
火
災
を

防
ぐ
た
め
に
一
人
一
人
が
火
の
取
り

扱
い
に
十
分
注
意
す
る
よ
う
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
と
同
一

の
期
間
に
、「
全
国
山
火
事
予
防
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

全
国
的
な
林
野
火
災
の
出
火
原
因

は
、
た
き
火
、
た
ば
こ
、
放
火(

放

火
の
疑
い
を
含
む)

、
火
入
れ
の
四

つ
が
、
全
体
の
約
七
割
を
占
め
て
い

ま
す
。

春
は
乾
燥
・
強
風
な
ど
で
湿
度
の

低
い
気
象
状
況
が
続
き
、
山
火
事
が

発
生
す
る
危
険
性
の
高
い
季
節
で
す
。

森
林
は
、
地
球
温
暖
化
の
主
な
原

因
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
・
貯

蔵
し
、
保
水
機
能
に
よ
り
水
害
を
防

ぐ
貴
重
な
資
源
で
す
。
一
度
焼
失
す

る
と
、
回
復
に
は
長
い
年
月
と
多
く

の
労
力
を
要
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

次
の
こ
と
を
心
掛
け
、
山
火
事
を

未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

・
枯
れ
草
な
ど
が
あ
り
火
災
が
起
こ

り
や
す
い
場
所
で
は
、
た
き
火
を

し
な
い

・
た
き
火
な
ど
の
火
気
の
使
用
後
、

そ
の
場
を
離
れ
る
と
き
は
完
全
に

消
火
し
、
確
認
を
す
る

・
強
風
時
や
乾
燥
時
に
は
、
た
き
火
、

火
入
れ
を
し
な
い

・
火
入
れ
を
す
る
と
き
は
、
必
ず
市

長
の
許
可
お
よ
び
消
防
署
へ
届
け

出
を
し
、
そ
の
指
示
に
従
う

・
た
ば
こ
は
、
指
定
さ
れ
た
場
所
で

喫
煙
し
、
吸
い
が
ら
は
必
ず
消
す

と
と
も
に
、
投
げ
捨
て
は
し
な
い

・
火
遊
び
は
し
な
い

8

広報ぬまた 平成19年３月１日

全国山火事予防運動　3月1日(木)～7日(水)

『伝えたい　森のやさしさ　火のこわさ』

３/１～３/７

『消さないで　あなたの心の　注意の火。』
総務課消防防災係1内線３３６１

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発

生
し
や
す
い
時
季
で
す
。
本
市
で
は
、
昨
年(

平

成
18
年)

中
の
火
災
発
生
件
数
合
計
33
件
の
う

ち
、
３
月
か
ら
５
月
の
発
生
件
数
は
13
件
と
一

年
で
一
番
火
災
の
多
い
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

火
気
の
取
り
扱
い
に
は
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
火
災

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

・
寝
具
、
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置

す
る

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
作
る

鐘楼の火災を想定した消火訓練(文化財防火デー)

林野火災を想定した消火訓練(市地域防災訓練)
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消
防
団
は
、
ほ
か
に
本
業
を
持
ち

な
が
ら
、
有
事
の
際
に「
自
ら
の
地

域
は
自
ら
で
守
る
」と
い
う
精
神
で

地
域
の
安
心
・
安
全
の
確
保
の
た
め

に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

本
市
消
防
団
は
平
成
十
八
年
四
月

一
日
現
在
、
一
団
本
部
、
七
個
分
団
、

四
十
六
個
部
、
定
員
八
百
八
十
七
人

の
体
制
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
は
地
域
に
密
着
し
、
災
害

に
対
応
で
き
る
体
制
を
常
に
整
え
て

い
る
ほ
か
、
災
害
の
な
い
と
き
で
も
、

消
火
・
防
災
訓
練
な
ど
の
各
種
訓
練

や
消
防
水
利
な
ど
の
点
検
、
機
械
器

具
の
整
備
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
昨

年
は
火
災
だ
け
で
な
く
、
七
月
に
発

生
し
た
豪
雨
災
害
に
お
い
て
、
消
防

団
員
が
献
身
的
な
活
動
を
行
う
な
ど
、

消
防
・
防
災
体
制
の
中
核
的
存
在
と

し
て
、
日
夜
、
活
躍
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
社
会
環
境
の
変
化
か
ら
、

団
員
数
の
減
少
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化

・
高
年
齢
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め

消
防
団
員
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
大

切
な
存
在
で
す
。

多
く
の
人
の
消
防
団
へ
の
参
加
、

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
団
活
動
に
参
加
と
協
力
を

総
務
課
消
防
防
災
係
1
内
線
３
３
６
１

白
沢
町
振
興
局
長
と
利
根
町
振
興

局
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
２
月
13

日
付
で
次
の
と
お
り
選
任
さ
れ
ま
し

た
。根

岸
振
興
局
長
は
、
白
沢
村
長
を

務
め
た
後
、
合
併
と
同
時
に
振
興
局

長
に
就
任
さ
れ
、
市
政
発
展
の
た
め
、

活
躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

郷
原
振
興
局
長
は
、
利
根
村
議
会

議
員
、
合
併
後
は
市
議
会
議
員
を
務

め
、
市
政
発
展
の
た
め
、
活
躍
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

星
野
さ
ん
は
、
利
根
村
長
を
務
め

た
後
、
合
併
と
同
時
に
振
興
局
長
に

就
任
さ
れ
、
一
期(

２
年)

市
政
発
展

に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

白沢町振興局長
根岸　恒雄(再任)

利根町振興局長
郷原　重雄(新任)

星野　健一
(前利根町振興局長)

振
興
局
長
の
選
任

退
　
任
２
月
12
日
付

いざというときに役立つ　防災豆知識

～日ごろからの防災意識が大切です～
皆さんは｢消火栓｣や｢防火水槽｣をご存じですか。火災

発生時に、消火に必要な水を消防隊に供給するものです。
今回は身近にある｢消火栓｣や｢防火水槽｣について学びた
いと思います。
○消火栓や防火水槽はどこにあるの？
道路脇や歩道上などに設置されています。その位置を

示すため、標識を掲げているもの、路上やフタにマーキ
ングしているものなどがあります。また、｢消防水利｣と
して、プール、池、河川なども消火活動に使用していま
す。
○｢消火栓｣や｢防火水槽｣などの付近は駐車禁止
消防水利などの周辺は、道路交通法で駐車が禁止され

ています。また、消防署や消防団は定期的に調査や点
検・整備を行い、いつどこで火災が発生しても、直ちに
消火活動ができる体制をとっていますが、火災発生時に
｢消火栓｣や｢防火水槽｣付近への駐車車両が障害となり、
消火活動を妨げる場合があります。

○どういう場所が駐車禁止なの？
１消防水利の周辺
①消火栓から５ｍ以内の場所
②防火水槽の吸水口、または吸管投入孔から５ｍ以内の部分
③防火水槽の側端、または道路に接する出入口から５
ｍ以内の部分

④指定消防水利(プール、池、井戸、河川など)の標識が
設置されている位置から５ｍ以内の部分

２その他
①消防用機械器具置場(消防自動車などの車庫や消火用
ホース格納箱など)の側端、または道路に接する出入
口から５ｍ以内の部分

②火災報知機から１ｍ以内の部分
③駐車車両右側の道路上に3.5ｍ以内の余地がない場合
皆さんの身近にも、どこに消火栓や防火水槽があるか

改めて確認いただきますとともに消火活動へのご理解と
ご協力をお願いたします。
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今
年
は
、
南
紀
の
熊
野
古
道
と
那

智
の
滝
、
熊
野
本
宮
大
社
な
ど
の
名

所
、
旧
跡
を
巡
る
旅
で
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き

５
月
16
日(

水)

〜
18
日(

金)

の
２
泊
３
日
《
別
表
２
》

対
象

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
市
民

定
員

400
人(

定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り)

参
加
費

５
万
８
千
円

申
し
込
み

３
月
１
日(

木)

か
ら
27

日(

火)

ま
で
に
高
齢
福
祉
課(

市
役

所
東
原
庁
舎)

へ
。《
老
人
ク
ラ
ブ

会
員
は
、
ク
ラ
ブ
単
位
で
取
り
ま

と
め
を
お
願
い
し
ま
す
》

参
加
費
納
入
日

別
表
１
の
と
お

り
、
納
入
日
時
に
納
め
て
く
だ
さ

い
。
納
入
日
に
都
合
が
付
か
な
い

と
き
は
、
事
前
に
高
齢
福
祉
課
ま

で
連
絡
く
だ
さ
い

詳
し
い
こ
と
は
、
同
課
高
齢
福
祉

係
1
内
線
７
７
２
５
５
へ
。

「
な
に
げ
な
い

暮
ら
し
の
な
か
に

生
き
る
税
」

平
成
十
八
年
度
税
に
関
す
る
標
語

沼
田
税
務
関
係
団
体
連
絡
協
議
会
長

賞
白
沢
中
学
校
入
澤
萌
さ
ん
の
作
品

固
定
資
産
税
に
関
係
す
る
台
帳
の

閲
覧
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

■
縦
覧
制
度

土
地(

家
屋)

価
格
な

ど
縦
覧
帳
簿
に
よ
り
、
自
己
の

土
地
や
家
屋
の
価
格
が
適
正
か

ど
う
か
を
、
同
一
市
町
村
内
の

ほ
か
の
土
地
や
家
屋
の
価
格
と

比
較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
で
き
る
の
は
、
固
定
資
産

税(

土
地
・
家
屋)

の
納
税
者(

課

税
が
発
生
し
て
い
る
人)

に
限

り
ま
す
。
縦
覧
帳
簿
に
は
、
所

在
、
地
番
、
地
目
・
種
類
、
地

積
・
床
面
積
、
価
格
な
ど
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
縦
覧
期
間

は
、
四
月
二
日(

月)

か
ら
五
月

三
十
一
日(

木)

ま
で
で
無
料
で
す
。

■
閲
覧
制
度

納
税
義
務
者(

所
有

者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
人)

に

自
己
資
産(

土
地
・
家
屋
・
償
却
資

産)

に
つ
い
て
、
固
定
資
産
課
税
台

帳
に
記
載
さ
れ
た
課
税
内
容
を
確
認

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
課
税
台

帳
に
は
、
所
有
者
の
氏
名
、
所
在
、

地
番
、
地
目
・
種
類
、
地
積
・
床
面

積
、
価
格
、
課
税
標
準
額
な
ど
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
縦
覧
期
間
内
は

無
料
で
す
が
、
期
間
外
は
有
料
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
賃
借
人
な
ど
の
人

に
は
使
用
、
ま
た
は
収
益
の
対
象
と

な
る
部
分
の
み
、
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
賃
貸
借
契
約
書
な
ど
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

■
路
線
価
等
図
の
公
開

宅
地
の
評

価
額
は
、
路
線
価
な
ど(

市
街
地
宅

地
評
価
法
に
よ
る
路
線
価
、
そ

の
他
宅
地
評
価
法
に
よ
る
標
準

宅
地
の
価
格)

を
基
に
し
て
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
評
価
の
適

正
を
確
保
し
、
納
税
者
の
固
定

資
産
税
に
対
す
る
信
頼
を
一
層

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
市

町
村
の
窓
口
で
納
税
義
務
者
に

限
定
す
る
こ
と
な
く
、
路
線
価

な
ど
を
記
載
し
た
図
面
と
標
準

宅
地
の
所
在
を
通
年
無
料
で
公

開
し
て
い
ま
す
。

■
課
税
明
細
書

納
税
者
に
対

し
て
固
定
資
産
税(

土
地
・
家
屋)

の

課
税
内
容
を
周
知
し
、
納
税
者
が
チ

ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

納
税
通
知
書
と
一
緒
に
送
付
し
て
い

ま
す
。
明
細
書
に
は
、
土
地
・
家
屋

を
一
筆
・
一
棟
ご
と
に
所
在
、地
番
、

地
積
・
床
面
積
、
価
格
、
課
税
標
準

額
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
税
務
課
資
産
税

係
1
内
線
３
１
４
８
へ
。
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税
務
⑫

第31回市民敬老号
～千年の癒しを求めて歩く

熊野古道と勝浦・白浜の旅～那智の滝

別表１　参加費納入日日程表

別表２　行程表

3/22(木)

3/23(金)

3/26(月)

3/27(火)

午前９時～11時30分

午後１時30分～４時

午前９時～11時30分

午後１時30分～４時

午前９時～11時30分

午後１時30分～４時

午前９時～11時30分

午後１時30分～４時

白沢創作館

利根保健福祉センター

利南公民館

東原庁舎２階会議室

川田公民館

中央公民館３階第１講義室

池田公民館

薄根公民館

5/16(水)

沼田→(途中休憩２回)→羽田空港　→　大阪(伊丹)空港→紀三井寺(昼食後参拝)
4:00頃発　　　　　　 9:00～10:00発　10:00～11:00頃
→道成寺→三段壁→ホテル

17:00頃着
ホテル→円月島(車窓見学)→千畳敷→潮岬観光タワー(昼食・見学)
8:00頃発
→大門坂《熊野古道》中間口→那智の大滝→熊野那智大社・青岸渡寺→ホテル

17:00頃着
ホテル→熊野大宮大社→梅干店→(車中昼食)→大阪(伊丹)空港→羽田空港
8:00頃発　　　　　　　　　　　　　　　　 16:00～17:00頃 17:00～18:00頃
→車中夕食→(途中休憩２回)→沼田市内各地

22:00～23:00頃着

5/17(木)

5/18(金)



「
人
の
役
に
立
ち
た
く
て
こ
の
仕
事

に
就
き
ま
し
た
。
今
は
通
所
介
護(

デ

イ
サ
ー
ビ
ス)

を
担
当
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
ほ
と
ん
ど
が
人
生
の
大
先

輩
な
の
で
、
尊
敬
の
気
持
ち
を
持
っ

て
、
何
よ
り
も
楽
し
く
過
ご
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
安
全
に
心
掛
け

て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。」
と
話
し

て
く
れ
た
の
は「
オ
ー
ル
エ
イ
ジ
介

護
セ
ン
タ
ー
わ
が
や
」に
お
勤
め
の

中
村
百
代
さ
ん
で
す
。

(

32
歳)

●
今
の
自
分
が
あ
る
の
は
、
周
り
の

人
た
ち
の
お
か
げ
。
い
つ
も
思
い
が

け
な
い
感
動
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も「
あ
り
が
と
う
」の
気
持

ち
と
感
謝
を
忘
れ
ず
に
、
皆
さ
ん
と

接
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
沼
田
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
、
自
然

が
多
い
と
こ
ろ
。
都
内
に
住
ん
で
い

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り

生
ま
れ
育
っ
た
と
こ
ろ
は
落
ち
着
き

ま
す
。
地
域
の
人
た
ち
が
助
け
合
え

る
街
で
あ
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

●
夢
は
世
界
平
和
。
な
ん
て
大
き
な
こ

と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
み
ん
な
が
少
し

で
も
幸
せ
に
な
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
。

中村百代さん(白沢町岩室)

周
り
の
人
た
ち
に
感
謝

ふりートーク�

ふりートーク�

239

11 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

今
年
三
月
に
、
中
学
校
・
高
等
学

校
・
大
学
・
専
門
学
校
な
ど
を
卒
業

し
、
利
根
沼
田
地
区
の
事
業
所
へ
就

職
す
る
皆
さ
ん
を
対
象
に
開
催
し
ま

す
。
社
会
人
と
し
て
必
要
な
基
礎
知

識
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
た
め
の

研
修
会
で
す
。

と
き

３
月
30
日(

金)

午
前
10
時
開

会
と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４

階
多
目
的
ホ
ー
ル

参
加
費

１
人
500
円(

事
業
主
負
担)

申
し
込
み

事
業
所
単
位
で
、
３
月

15
日(

木)

ま
で
に
参
加
費
を
添
え

て
、
所
定
の
用
紙
で
商
工
観
光
課

工
業
振
興
係
へ

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

新
規
学
卒
就
職
者
研
修
会

商
工
観
光
課
工
業
振
興
係
1
内
線
３
２
５
５

メーンイベント会場の一角にフリ

ーマーケット広場を設けます。出店

を希望する人は、奮ってご参加くだ

さい。

出店時間 午前10時から午後３時

30分まで

会場 沼田公園野球場

対象 家庭内に不要品などをお持ち

の人

申し込み ３月16日(金)までに沼

田商工会議所青年部事務局へ

詳しいことは、同所青年部事務局

1 １１３７へ。

フリーマーケット出店者募集

第19回沼田公園桜まつり
開催期間：３月23日(金)～４月22日(日)
メーンイベント：４月15日(日)

桜まつり期間中は、夕方

から午後11時まで、提灯

1500個を点灯し、鐘楼や御

殿桜をライトアップします。

ぜひ、お出掛けください。
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ぬ またフォトさんぽぬ またフォトさんぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

１月28日(日)

郷土の知識と愛情を
沼田市子ども会上毛かるた大会

２月２日(金)～４日(日)

日ごろの楽しみを発表
生涯学習フェスティバル・公民館まつり

｢人生の楽しみつくろう生涯学習｣をテーマに、
中央公民館で開催され、各種団体の活動内容
が発表され、多くの作品が展示されました。

沼田市・白沢町・利根町の各認定農業者協議
会が、本市農業の発展と円滑な統合を目的と
して連合会を設立し、総会を開催しました。

２月４日(日)

自分との戦い! 
沼田市民スキー大会

２月３日(土)

一年間の無病息災を願い
老神温泉節分祭

毎年、無病息災を願い利根町老神温泉内の赤
城神社で行われ、高さ15ｍの舞台から豆や菓
子がまかれ、訪れた観光客で賑わいました。

恒例のかるた大会が、沼田小学校屋内運動場
で開催されました。各選手、団体共に日ごろ
の練習の成果を発揮し、熱戦を展開しました。

吹雪に見舞われたたんばらスキーパークで大
回転競技が行われ50人が参加。荒天にも負け
ず、日ごろ鍛え抜いた技術を競い合いました。

２月８日(木)

農業の持続的な発展を目指して
沼田市認定農業者協議会連合会設立総会



皆
さ
ん
に
広
く
ス
ポ
ー
ツ
の
場
を

提
供
す
る
た
め
に
、
市
内
小
・
中
学

校
の
体
育
施
設
を
学
校
教
育
に
支
障

の
な
い
範
囲
で
開
放
し
て
い
ま
す
。

４
月
以
降
、
学
校
の
体
育
施
設
の

使
用
を
希
望
す
る
団
体
は
、
必
ず
次

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

登
録
を
し
な
い
と
、
施
設(

校
庭

夜
間
照
明
を
含
む)

を
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
施
設
を
使
用
す

る
体
育
団
体
・
文
化
団
体
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
・
町
内
会
な
ど
の
任
意
団
体
は
、

年
一
回
の
利
用
で
も
必
ず
登
録
を
し

て
く
だ
さ
い
。

登
録
期
間

３
月
１
日(

木)

〜
30
日

(

金)

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分(

土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く)

登
録
場
所

体
育
課(

市
民
体
育
館

内)

、
白
沢
町
教
育
支
所
、
利
根

町
教
育
支
所

持
参
す
る
も
の

代
表
者
の
印
鑑
、

平
成
18
年
度
の
使
用
登
録
書

そ
の
他

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ(

ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
登
録
団
体
は
除
く)

は
、
ク
ラ
ブ
員
名
簿
の
提
出
が
必

要
で
、
名
簿
用
紙
は
各
小
中
学
校
、

市
民
体
育
館
、
白
沢
町
教
育
支
所
、

利
根
町
教
育
支
所
に
あ
り
ま
す

登
録
の
手
続
き
を
し
た
団
体
は
、

使
用
説
明
会
に
必
ず
出
席
し
て
く
だ

さ
い
。
説
明
会
終
了
後
、
使
用
登
録

書
を
渡
し
ま
す
。

と
き

４
月
５
日(

木)

午
後
７
時

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
、
白
沢
公
民
館
研
修

室
、
利
根
町
振
興
局
大
集
会
室

※
都
合
の
よ
い
会
場
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い

登
録
し
た
団
体
は
、
使
用
す
る
前

月
の
二
十
日(

休
日
の
場
合
は
翌
日)

か
ら
月
末
ま
で
に
、
使
用
登
録
書
と

代
表
者
の
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
市

内
各
小
中
学
校
へ
、
直
接
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。(

校
庭
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
夜
間
照
明
は
除
く)

校
庭
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
夜
間
照

明
は
、
同
期
間
に
使
用
登
録
書
と
代

表
者
の
印
鑑
と
使
用
料
を
持
参
し
、

体
育
課
、
白
沢
町
・
利
根
町
教
育
支

所
へ
直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
各
施
設
と
も
年
間
予
約
や

電
話
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。
使
用
す

る
団
体
は
、
日
程
を
確
認
し
て
か
ら

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
定
め
ら
れ
た
時
間
内
で
の
鍵
・
日

誌
受
領
・
返
却

●
施
設
設
備
の
安
全
確
保

●
施
設
内
で
喫
煙
や
火
気
使
用
は
し

な
い

●
使
用
後
の
整
理
・
清
掃

●
施
設
整
備
の
破
損
の
届
け
出

●
施
設
使
用
後
の
施
錠
な
ど
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〜
利
用
団
体
は
登
録
を
忘
れ
ず
に
〜

学
校
の
体
育
施
設
を
開
放
し
ま
す

◆
ま
ず
登
録
を

ま
ず
登
録
を

ま
ず
登
録
を

ま
ず
登
録
を

ま
ず
登
録
を

ま
ず
登
録
を

ま
ず
登
録
を

ま
ず
登
録
を

ま
ず
登
録
を

ま
ず
登
録
を

ま
ず
登
録
を

ま
ず
登
録
を

ま
ず
登
録
を

ま
ず
登
録
を

ま
ず
登
録
を

ま
ず
登
録
を

ま
ず
登
録
を

◆
説
明
会
に
出
席
を

説
明
会
に
出
席
を

説
明
会
に
出
席
を

説
明
会
に
出
席
を

説
明
会
に
出
席
を

説
明
会
に
出
席
を

説
明
会
に
出
席
を

説
明
会
に
出
席
を

説
明
会
に
出
席
を

説
明
会
に
出
席
を

説
明
会
に
出
席
を

説
明
会
に
出
席
を

説
明
会
に
出
席
を

説
明
会
に
出
席
を

説
明
会
に
出
席
を

説
明
会
に
出
席
を

説
明
会
に
出
席
を

◆
使
用
上
の
注
意

使
用
上
の
注
意

使
用
上
の
注
意

使
用
上
の
注
意

使
用
上
の
注
意

使
用
上
の
注
意

使
用
上
の
注
意

使
用
上
の
注
意

使
用
上
の
注
意

使
用
上
の
注
意

使
用
上
の
注
意

使
用
上
の
注
意

使
用
上
の
注
意

使
用
上
の
注
意

使
用
上
の
注
意

使
用
上
の
注
意

使
用
上
の
注
意

◆
使
用
方
法

使
用
方
法

使
用
方
法

使
用
方
法

使
用
方
法

使
用
方
法

使
用
方
法

使
用
方
法

使
用
方
法

使
用
方
法

使
用
方
法

使
用
方
法

使
用
方
法

使
用
方
法

使
用
方
法

使
用
方
法

使
用
方
法

体
育
課
1

９
４
４
４

白
沢
町
教
育
支
所
1

２
２
９
１

利
根
町
教
育
支
所
1

２
１
１
１

沼
田
公
園
内
の
ト
イ
レ
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

市では、平成17・18年度の２カ年に渡り、

沼田公園内テニスコート西側と環状線沿いの

２カ所のトイレを、多目的トイレを備えたも

のに建て替えました。

車いす使用者の利用や高齢者、乳幼児と一

緒のお母さん・お父さんも安心して利用する

ことができるようになりました。

これから陽気も暖かくなり桜の開花の時期

を迎え公園を訪れることが多くなることと思

いますが、ご利用の際は大切に使用してくだ

さい。

都市計画課公園緑地係1内線４２２３



※
講
座
案
内
は
▼
と
き
／
定
員
／
教

材
費
／
講
師
の
順
で
す

月
曜
日

○
簡
単
ス
ピ
ー
ド
料
理
／
４
月
９
日

か
ら(

全
５
回)

／
20
人
／
四
千
二
百

五
十
円
／
石
垣
恵
美
さ
ん
○
花
デ
ザ

イ
ン(

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

教
室)

／
４
月
９
日
か
ら(

全
８
回)

／
10
人
／
五
千
円
／
阿
部
幸
枝
さ
ん

○
ヨ
ガ
入
門
編
／
４
月
９
日
か
ら

(

全
５
回)

／
20
人
／
千
五
十
円
／
高

澤
妙
子
さ
ん
○
ヨ
ガ
中
級
編
／
６
月

４
日
か
ら(

全
５
回)

／
20
人
／
千
五

十
円
／
高
澤
妙
子
さ
ん
○
パ
ド
ル
テ

ニ
ス
／
４
月
９
日
か
ら(

全
15
回)

／

20
人
／
五
百
円
／
嶋
田
光
男
さ
ん
、

大
島
一
克
さ
ん

火
曜
日

○
英
会
話
初
級
／
４
月
10
日
か
ら

(

全
15
回)

／
15
人
／
百
五
円
／
石
坂

緑
さ
ん
○
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
／
５
月
１

日
か
ら(

全
７
回)

／
16
人
／
三
千
円

／
林
　
奈
緒
さ
ん
○
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

／
４
月
10
日
か
ら(

全
15
回)

／
20
人

／
千
円
／
志
賀
英
一
さ
ん

水
曜
日

○
イ
タ
リ
ア
料
理
／
４
月
11
日
か
ら

(

全
５
回)

／
20
人
／
五
千
円
／
原
田

耕
一
さ
ん
○
韓
国
語
／
４
月
11
日
か

ら(

全
15
回)

／
15
人
／
千
三
百
六
十

五
円
／
堀
　
貴
代
さ
ん
○
ゆ
か
た
着

付
け
／
６
月
20
日
か
ら(

全
５
回)

／

15
人
／
な
し
／
貝
瀬
久
代
さ
ん
○
テ

ニ
ス
／
４
月
11
日
か
ら(

全
15
回)

／

30
人
／
千
円
／
東
宮
邦
夫
さ
ん
、
小

池
信
一
郎
さ
ん

木
曜
日

○
書
道
／
４
月
12
日
か
ら(

全
15
回)

／
15
人
／
五
百
円
／
戸
丸
香
堂
さ
ん

○
中
国
語
／
４
月
12
日
か
ら(

全
15

回)

／
15
人
／
二
百
十
円
／
阿
部
昌

一
さ
ん
○
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
／

４
月
12
日
か
ら(

全
６
回)

／
15
人
／

四
千
円
／
小
川
恵
子
さ
ん
○
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
／
４
月
12
日
か
ら(

全
10
回)

／
20
人
／
な
し
／
小
野
里
順
子
さ
ん

金
曜
日

○
シ
ル
バ
ー
ア
ク
セ
サ
リ
ー
／
４
月

13
日
か
ら(

全
８
回)
／
６
人
／
二
千

五
百
円
／
橋
本
明
彦
さ
ん
○
郷
土
料

理
／
４
月
13
日
か
ら(

全
５
回)
／
20

人
／
四
千
円
／
金
井
喜
美
江
さ
ん
○

卓
球
／
４
月
13
日
か
ら(

全
15
回)

／

30
人
／
三
百
円
／
風
間
忠
さ
ん

社
会
福
祉
事
業
へ

沼
田
市
音
楽
協
会(

柳
町)→

五
万

円
▽
沼
田
法
人
会(

社)(

西
倉
内
町)

→

車
い
す
五
台
▽
く
ら
し
と
健
康
ま

つ
り
実
行
委
員
会(

東
原
新
町)→

一

万
円

学
校
保
健
活
動
振
興
基
金
へ

▽
角
田
芳
子
さ
ん(

上
原
町)→

五

百
万
円
▽
角
田
隆
さ
ん(

上
原
町)→

二
十
万
円

広報ぬまた 平成19年３月１日

平
成
十
四
年
四
月
に
白
沢
公
民

館
の
生
涯
学
習
講
座
を
き
っ
か
け

に
、
愛
好
会
と
し
て
結
成
し
ま
し

た
。
筆
と
墨
と
紙
さ
え
あ
れ
ば
手

軽
に
楽
し
め
、
作
品
づ
く
り
が
楽

し
く
、
季
節
の
草
花
を
描
く
こ
と

で
気
分
転
換
に
つ
な
が
る
と
こ
ろ

も
魅
力
で
す
。
作
品
は
、
文
化
祭

へ
の
出
展
や
「
望
郷
の
湯
」
で
展

示
会
を
も
行
っ
て
い
ま
す
。
作
品

を
作
り
な
が
ら
、
お
互
い
の
情
報

交
換
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
活
動

は
、
毎
月
一
回
、
第
三
月
曜
日
に

白
沢
公
民
館
で
午
後
一
時
三
十
分

か
ら
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
大
歓

迎
で
す
。
連
絡
先
　
横
石
貴
美
子

さ
ん
1

３
３
０
０
へ
。

白美会(水墨画)われら�
　いきいき�
　  サークル�

われら�
　いきいき�
　  サークル�
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（敬称略）

トーク館前期教養講座
＆

前期スポーツ教室の受講生募集！
対象 市内に在住、勤務している30歳未満の青少年(定員に満たない場合は

年齢を問いません)
時間 午後７時～９時
ところ トーク館と勤労青少年体育センター（白岩町）
受講料 無料(教材費は受講者負担)
申し込み ３月５日(月)午前９時から30日(金)午後８時までに教材費と

傷害保険料500円を添えてトーク館へ（印鑑を持参してください）
詳しいことは、同館1 ０１３５へ。

角田さんから500万円



共
同
募
金
会
の
支
会
分
会
を
通
じ

て
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
戸
別

募
金
四
百
二
十
万
七
千
三
百
八
十
四

円
を
は
じ
め
、
法
人
募
金(

三
百
五

十
八
法
人)

二
百
十
三
万
二
千
三
百

七
十
七
円
、
職
場
募
金(
六
十
五
事

業
所)

二
十
万
九
千
四
百
七
十
七
円
、

学
校
募
金(

十
八
校)

十
五
万
五
千
四

百
九
円
、
街
頭
募
金(

九
カ
所)

十
四

万
六
千
五
百
七
十
七
円
、
そ
の
他
イ

ベ
ン
ト
募
金
な
ど
一
万
八
千
七
百
六

十
七
円
が
寄
せ
ら
れ
、
個
人
や
団
体

か
ら
の
一
般
募
金
十
三
万
三
千
五
百

二
十
円
を
合
わ
せ
た
募
金
額
は
、
七

百
万
三
千
五
百
十
一
円
に
の
ぼ
り
ま

し
た
。

個
人

須
田
正
文
▽
高
橋
百
合
子

企
業
団
体

群
馬
県
共
済
生
活
協
同

組
合
沼
田
支
部
▽
川
田
地
区
役
員

会
▽
望
郷
の
湯

皆
さ
ん
に
お
願
い
を
し
た
戸
別
募

金
四
百
三
十
二
万
千
二
百
五
十
五
円

を
は
じ
め
、
法
人
募
金(

三
十
六
法

人)

七
十
一
万
八
千
九
百
六
円
、
職

域
募
金(

四
事
業
所)

一
万
七
千
六
十

七
円
、
学
校
募
金(

一
校)

千
六
百
八

十
六
円
、
窓
口
募
金(

四
件)

二
千
七

百
八
十
八
円
が
寄
せ
ら
れ
、
個
人
や

団
体
か
ら
の
一
般
募
金
六
十
八
万
千

百
五
十
二
円
を
合
わ
せ
た
募
金
額

は
、
五
百
七
十
四
万
千
八
百
五
十
四

円
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

個
人

角
田
一
男

企
業
・
団
体

利
根
沼
田
高
校
Ｊ
Ｒ

Ｃ
協
議
会
・
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
沼
田

第
一
団
▽
ペ
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
手
工
芸

彩
芸
会
▽
沼
田
女
子
高
等
学
校
家
庭

ク
ラ
ブ
▽
国
際
カ
ス
パ
リ
ー
編
協
会

沼
田
支
部
▽
長
寿
院
和
賛
会
▽
フ
ァ

ー
ム
ド
ゥ
㈱
農
援
’Ｓ
沼
田
店
▽
日

本
キ
リ
ス
ト
教
団
沼
田
教
会
▽
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
友
の
会
・
愛
好
会
▽
利
根

沼
田
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
会
▽
立

正
校
正
会
沼
田
教
会
▽
沼
田
商
工
会

議
所
女
性
会
▽
沼
田
利
根
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
▽
カ
ラ
オ
ケ
キ
ャ
ッ
ス
ル

▽
迦
葉
山
竜
華
院
▽
オ
ル
ゴ
ー
ル
館

椎
坂
▽
㈲
渡
辺
石
材
工
業
▽
㈱
ミ
ツ

バ
利
根
工
場
▽
沼
田
市
文
化
協
会
白

沢
支
部
▽
沼
田
市
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
白
沢
支
部
▽
医
療
法
人
武

士
医
院
▽
山
の
レ
ス
ト
ラ
ン
水
芭
蕉

▽
吉
本
工
業
㈱
▽
利
根
町
建
設
業
協

会
▽
椎
坂
建
設
㈱
▽
㈲
あ
づ
ま
環
境

▽
マ
ル
イ
商
店
▽
㈲
ヤ
マ
ダ
イ
物
産

▽
中
村
土
建
㈱
▽
沼
田
市
婦
人
会
利

根
分
会
▽
小
林
建
設
㈱
▽
角
石
林
業

㈱
▽
㈲
鈴
木
工
務
店
▽
㈲
佐
藤
建
設

工
業
▽
昌
恒
工
業
㈲
▽
㈲
戸
部
土
建

▽
㈲
羽
山
組
▽
浮
島
観
音
信
仰
会
▽

八
須
賀
建
設
工
業
㈱

※
一
般(

企
業)

募
金
に
つ
い
て
は
、

一
万
円
以
上
掲
載
、
敬
称
略
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共
同
募
金

’

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

共
同
募
金
と
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

昨
年
行
わ
れ
た
共
同
募
金
と
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動
に
は
、
多
く
の
皆
さ

ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
千
三
百
四
万
二
千
三
百
六
十
五
円
の
温
か
い
善
意

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
の
善
意
は
、
保
育
園
や
福
祉
施
設
、
福
祉

団
体
が
行
う
民
間
の
福
祉
活
動
や
、
地
域
で
行
う
福
祉
活
動
や
支
援
を
必
要
と

す
る
人
に
配
分
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
福
祉
充
実
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

歳
末
助
け
合
い
運
動

市では、平成19年度の市政モニターを募集し
ます。
市政モニター制度は、市政の問題点や身近な

問題などのご指摘や提案などを文書で提出して
いただき市政に反映させるため、昭和63年に創
設された制度です。任期中にはモニター会議や
公有施設の見学、市議会の傍聴なども行います。
ご応募をお待ちしています。
モニターの仕事
▽市政に対する建設的な意見や要望・提案など
の報告
▽モニター会議への出席
▽公有施設見学会への出席
▽市議会の傍聴など
応募資格
▽20歳以上の市民で、沼田市に１年以上住んで
いる人
▽地方公共団体の職員でないこと
▽これまでに市政モニターを経験したことがな
い人
任期 ４月１日から翌年３月31日まで
募集人員 15人以内
応募方法 官製はがきに住所、氏名、生年月日、
職業(勤務先）、自宅の電話番号を記入し郵送
あて先 〒３７８-８５０１　西倉内町７８０番
地　市役所　秘書課広報広聴係「市政モニター
担当」
締め切り ３月20日(火)まで　(消印有効)
詳しいことは、同係1内線３２２５へ。

市政モニター募集



市
で
は
、
一
歳
未
満
の
乳
児
の
保

護
者(

沼
田
市
に
住
民
登
録)

で
、
国

の
安
全
基
準
を
満
た
し
た
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
を
購
入
し
た
人
に
、
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

※
四
月
一
日
以
降
の
申
請
は
、
市
税

等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
も
補

助
対
象
者
の
要
件
と
な
り
ま
す

●
補
助
金
額

購
入
価
格
の
二
分
の

一(

千
円
未
満
切
捨
て)

で
上
限
一

万
円
　

●
申
し
込
み

領
収
書
、
印
鑑
、
取

扱
説
明
書
、
銀
行
の
口
座
番
号
が

分
か
る
も
の
を
持
参
し
、
生
活
課

(

白
沢
･
利
根
町
に
お
住
ま
い
の

人
は
、
各
振
興
局)

へ

詳
し
い
こ
と
は
、
生
活
課
生
活
環

境
係
1
内
線
７
７
３
７
２
へ
。

固
定
資
産
税
納
税
者
に
限
り
、
自

己
所
有
の
土
地
ま
た
は
家
屋
と
他
の

資
産
の
評
価
額
を
縦
覧
帳
簿
に
よ
り

比
較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
き

４
月
２
日(

月)

か
ら
５
月
31

日(

木)

ま
で
の(

土
・
日
・
祝
　
祭

日
を
除
く)

午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で

と
こ
ろ

沼
田
市
役
所
税
務
課
、
白

沢
町
税
務
係
、
利
根
町
税
務
係
の

各
窓
口

縦
覧
で
き
る
人

沼
田
市
固
定
資
産

税
納
税
者
お
よ
び
納
税
者
の
代
理

人
と
し
て
委
任
を
受
け
た
人

用
意
す
る
も
の

印
鑑
、
運
転
免
許

証
な
ど
本
人
を
証
明
で
き
る
も
の

(

納
税
者
以
外
の
人
は
納
税
者
の

委
任
状
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。）

※
自
己
資
産
の
評
価
額
な
ど
の
確
認

は
閲
覧
と
し
て
こ
れ
ま
で
ど
お
り

行
え
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
税
務
課
資
産
税

係
1
内
線
３
１
４
８
へ
。

四
月
か
ら
、
仕
入
価
格
の
値
上
に

よ
り
、
希
望
小
売
価
格
を
改
正
し
ま

す
。

新
価
格
（
カ
ッ
コ
内
は
改
正
前
）

▼
燃
や
せ
る
ご
み
袋
・
大(

２
３
０

円)→

２
４
０
円
▼
燃
や
せ
る
ご
み

袋
・
小(

１
６
０
円)→

１
７
０
円
▼

燃
や
せ
な
い
ご
み
袋(

２
１
０
円)→

２
２
０
円
▼
指
定
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
袋(

２
２
０
円)→

２
３
０
円
▼

指
定
金
属
袋(

２
８
０
円)→

２
９
０

円※
１
袋
30
枚
入
り
　
消
費
税
別

詳
し
い
こ
と
は
、
生
活
課
ク
リ
ー

ン
対
策
係
1
内
線
７
７
３
７
３
へ
。

●
場
所
　
市
立
図
書
館
５
階
ロ
ビ
ー

●
利
用
時
間
　
図
書
館
開
館
日

夏
期
‥
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

冬
期
‥
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

※
土
・
日
曜
日
‥
午
前
10
時
〜
午
後

５
時

●
施
設
概
要
　
視
聴
コ
ー
ナ
ー
〈
四

ブ
ー
ス
〉
・
講
義
用
ビ
デ
オ
、
カ

セ
ッ
ト
〈
130
科
目
〉
・
懇
談
コ
ー

ナ
ー

●
支
援
内
容
　
利
根
沼
田
地
域
の
放

送
大
学
学
生
は
、
沼
田
で
放
送
授

業
の
再
視
聴
や
ビ
デ
オ
や
カ
セ
ッ

ト
の
貸
出
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
一
般
の
方
も
講
義
用
ビ
デ
オ
や
カ

セ
ッ
ト
を
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。(

貸
し
出
し
不
可
）

・
放
送
大
学
卒
業
生
や
在
学
生
の
学

習
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
本
施
設
を
拠
点
に
、
放
送
大
学
に

よ
る
面
接
授
業
の
開
設
、
公
開
講

座
や
出
前
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
教
育
課
社

会
教
育
係
1
内
線
３
３
３
２
へ
。

近
年
、
日
本
で
も
海
外
で
も
小
説

を
原
作
と
し
た
映
画
が
数
多
く
制

作
・
公
開
さ
れ
、
話
題
を
集
め
て
い

ま
す
。
活
字
で
読
む
の
と
。
映
像
化

さ
れ
た
も
の
を
見
る
の
と
で
は
、
ま

た
受
け
る
印
象
も
違
っ
て
き
ま
す
。

映
画
を
見
た
人
も
、
こ
れ
か
ら
公
開

さ
れ
る
も
の
を
見
る
予
定
の
人
も
、

元
と
な
っ
た
小
説
に
目
を
通
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

と
こ
ろ

市
立
図
書
館
２
階
一
般
閲

覧
室

テ
ー
マ

「
映
画
を
本
で
」

詳
し
い
こ
と
は
、
同
館
1

０
５

５
０
へ
。
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広報ぬまた 平成19年３月１日

お
知
ら
せ

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
費
補
助

市
指
定
ご
み
袋
の

希
望
小
売
価
格
を
改
正

３
・
４
月
の

図
書
館
の
特
集
コ
ー
ナ
ー

放
送
大
学
群
馬
学
習
セ
ン
タ
ー

「
沼
田
ミ
ニ
サ
テ
ラ
イ
ト
」

四
月
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

固
定
資
産
の
縦
覧
に
つ
い
て

３月

３／３(土)
「もどってきたぜ」
３／17(土)
「あくび」

場所 図書館３階おはなしのへや
時間 午後２時30分から



◇
協
働
と
は
・
・

市
民
が
相
互
に
、
ま
た
は
市
民
と

行
政
が
信
頼
の
も
と
に
、
お
互
い
の

特
性
や
能
力
を
生
か
し
な
が
ら
目
的

を
共
有
し
、
地
域
課
題
な
ど
の
解
決

に
向
け
、
み
ん
な
で
連
携
し
、
協
力

し
て
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。

市
で
は
、
昨
年
十
月
か
ら
市
民
に

よ
る
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
協
働

推
進
の
基
本
方
針
を
検
討
し
て
い
ま

す
。こ

の
基
本
方
針
は
、「
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」
の
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
と

な
り
ま
す
。
着
実
に
ス
テ
ッ
プ
を
踏

ん
で
い
く
た
め
、
一
人
一
人
が
ま
ず

で
き
る
こ
と
か
ら
、
参
加
、
行
動
す

る
こ
と
の
道
し
る
べ
と
な
る
も
の
で

す
。基

本
方
針
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

策
定
さ
れ
次
第
お
知
ら
せ
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
企
画
課
政
策
調

整
係
1
内
線
３
２
２
２
へ
。

平
成
十
九
年
度
に
白
沢
地
域
特
産

物
展
示
即
売
施
設
と
、
利
根
南
部
総

合
交
流
促
進
施
設
で
、
地
域
特
産
物

な
ど
の
販
売
を
希
望
す
る
人
は
、
三

月
二
十
三
日(

金)

ま
で
に
所
定
の
申

請
書
に
よ
り
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
白
沢
町
産
業
課

1
内
線
１
８
、
ま
た
は
利
根
町
商
工

観
光
課
1
内
線
５
２
へ
。

石
綿(

ア
ス
ベ
ス
ト)

健
康
被
害
者

の
救
済
費
用
は
、
国
、
地
方
公
共
団

体
の
ほ
か
、
一
般
拠
出
金
と
し
て
事

業
主
の
皆
さ
ん
に
負
担
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
労
災
保
険
適

用
事
業
所
の
全
事
業
主
が
対
象
で

す
。
年
度
更
新
申
告
書
同
封
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
群
馬
労
働
局
労

働
保
険
徴
収
室
1
０
２
７(

２
１
０)

５
０
０
１
、
ま
た
は
沼
田
労
働
基
準

監
督
署
1

０
３
２
３
へ
。
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３月 と　　き と　　　こ　　　ろ
10: 00～10:20
10 : 30～10:50
11 : 00～11:40
1 : 20～ 1 :50
2 : 00～ 2 :25
2 : 35～ 4 :00
9 : 50～10:15
10 : 25～10:50
11 : 00～11:25
1 : 30～ 1 :50
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
10 : 00～10:25
10 : 35～10:55
11 : 05～11:40
1 : 15～ 1 :35
1 : 45～ 2 :15
2 : 30～ 4 :15
10 : 00～10:30
10 : 45～11:15
1 : 15～ 1 :45
1 : 55～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
9 : 50～10:20
10 : 30～10:55
11 : 05～11:30
1 : 30～ 2 :00
2 : 20～ 2 :50
2 : 55～ 4 :15
10 : 15～10:45
11 : 00～11:30
1 : 40～ 2 :10
2 : 20～ 2 :50
3 : 00～ 4 :20
10 : 30～11:00
11 : 10～11:40
1 : 15～ 1 :45
2 : 15～ 4 :20
10 : 30～11:00
11 : 10～11:40
1 : 10～ 1 :40
2 : 05～ 3 :30
10 : 30～11:00
11 : 30～12:00
1 : 20～ 1 :50
2 : 00～ 2 :30
2 : 40～ 3 :30
2 : 00～ 2 :30
2 : 40～ 3 :30

利 根 川 水 系 総 合 調 査 事 務 所
薄 根 町 公 民 館
群 馬 県 利 根 沼 田 県 民 局
新 町 公 民 館 前
栄 町 市 営 住 宅 集 会 所 前
升 形 小 学 校
岡 谷 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
下 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
奈 良 町 農 事 研 修 所
上 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
中 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
池 田 小 学 校
横 塚 町 公 民 館
久 屋 原 町 公 民 館
上 久 屋 町 公 民 館
利 南 公 民 館
沼 須 町 農 事 研 修 所
利 南 東 小 学 校
旧 岩 本 分 校
屋 形 原 農 村 婦 人 の 家
上 川 田 町 住 民 セ ン タ ー
川 田 公 民 館
川 田 小 学 校
硯 田 町 公 民 館
原 町 公 民 館
善 桂 寺 町 活 性 化 セ ン タ ー
町 田 町 水 田 転 作 推 進 研 修 所
薄 根 公 民 館
薄 根 小 学 校
上 古 語 父 集 会 所
愛 宕 老 人 ホ ー ム
谷 地 端 第 二 市 営 住 宅
中 央 消 防 署
沼 田 北 小 学 校
利 根 町 振 興 局 出 張 所
尾 合 集 会 所
下 古 語 父 集 会 所
沼 田 東 小 学 校
生 枝 集 会 所
岩 室 集 会 所
平 出 集 会 所
多 那 小 学 校
根 利 集 会 所
日 影 南 郷 集 会 所
利 根 園 原 ふ れ あ い 屋 内 運 動 場
老 神 地 区 集 会 所
利 根 西 小 学 校
尾 瀬 高 等 学 校
平 川 小 学 校

３月5.12.19.21.26.30日／
４月2.9.16.23.27.30日

20日（火）

16日
（金）

15日
（木）

14日
（水）

13日
（火）

９日
（金）

８日
（木）

６日
（火）

７日
（水）

２日
（金）

イチゴが大好物で、特におじ
いちゃんの作るイチゴが大好
き。米をといだり、お手伝いが
できママも大助かり。戦いごっ
こが得意で、気分はウルトラマ
ン。怪獣役のパパに挑戦するこ
うちゃんですが…。(戸鹿野町)

今泉　洸
こう

太
た

くん（３歳）

図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日 特

産
物
直
売
の
申
請

市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
労
働
保
険
か
ら

石
綿
健
康
被
害
の
救
済
費
用
の
申
告

納
付
が
始
ま
り
ま
す

電話番号は、

市　役　所 23 ２１１１

白沢町振興局 53 ２１１１

利根町振興局 56 ２１１１

���
���

月　 頭ジラミ
火　 つつが虫病
水　 寝汗をかく
木　 臭いが分からない！
金　 味覚障害
土･日 摂食障害

1027(234)4970
ヨ ク ナ レ

を回すと
約３分間の健康講話が聞けます。

【直接相談タイム】直接医師が電話に出ます。
８日(木)婦人科・外科と１６日(金)歯科です。
午後７時30分から９時まで。

http://www.raijin.com/kenko/

３月の健康テレホンサービス�３月の健康テレホンサービス�



初
め
て
の
出
産
を
迎
え
、
こ
れ
か

ら
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
に
な
る
人

を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

と
き

３
月
24
日(

土)

午
後
１
時
〜

４
時

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３

階
研
修
室

内
容

①
ビ
デ
オ「
お
父
さ
ん
へ
」②

お
父
さ
ん
の
妊
娠
体
験(

妊
娠
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
使
用)

③
妊
娠
・

出
産
に
つ
い
て
の
講
話
④
赤
ち
ゃ

ん
の
お
風
呂
実
習
対
象
初
め
て
出

産
を
迎
え
る
夫
婦

定
員

16
組(

先
着
順)

申
し
込
み

３
月
５
日(

月)

か
ら
健

康
課
保
健
係
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
７

６
２
０
４
へ
。

「
生
き
生
き
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り

計
画
」に
基
づ
く
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
公
募
し
ま
す
。

事
業
所
を
開
設
す
る
意
向
の
あ
る

人
は
、
設
置
事
前
説
明
書
を
添
付
し

て
応
募
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

公
募
サ
ー
ビ
ス
種
類
・
圏
域
お
よ
び

整
備
数

●
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護(

沼
田
南

部
圏
域
に
て
１
カ
所)

●
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護(

沼

田
西
部
・
南
部
圏
域
に
て
各
１
カ

所)

●
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護(

沼
田

西
部
圏
域
に
て
１
カ
所)

募
集
期
間

３
月
１
日(

木)

か
ら
３

月
30
日(

金)

ま
で(

午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で)

と
こ
ろ

高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
係

(

東
原
庁
舎)

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
７

７
２
６
３
へ
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
身
体
に

障
害
が
あ
り
、
車
い
す
や
歩
行
補
助

具
な
ど
を
日
常
的
に
利
用
し
て
い
る

人
を
対
象
に
、
社
会
参
加
の
促
進
と

心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

と
き

３
月
17
日(

土)

午
前
７
時
集

合
・
出
発

と
こ
ろ

東
京
タ
ワ
ー
・
国
立
科
学

博
物
館(

上
野
公
園)

集
合
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
一
階

ロ
ビ
ー

定
員
15
組(

車
い
す
利
用
者
と
そ
の

介
助
者)

ご
家
族
の
人
も
介
助
者

と
し
て
一
人
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す

※
介
助
者
が
い
な
い
人
も
主
催
者
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
手
配
い
た
し
ま

す
の
で
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

参
加
費

500
円

申
し
込
み

３
月
13
日
ま
で
に
、

電
話
で
社
会
福
祉
協
議
会
へ

そ
の
他

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

人
は
当
日
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い

詳
し
い
こ
と
は
、
同
協
議
会
1
�

１
９
９
０
へ
。

国
税
専
門
官(

税
務
職
員)

の
採
用

試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

受
験
資
格

〇
昭
和
53
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

61
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

〇
昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
人
で
次
に
掲
げ
る
人

①
大
学
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び
平
成

20
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業

す
る
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
人
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

申
込
受
付
期
間

４
月
２
日(

月)

〜

４
月
13
日(

金)(

４
月
13
日
ま
で

の
通
信
日
付
印
有
効
、
持
参
の
場

合
は
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で)

申
込
書
提
出
先

希
望
す
る
第
一
次

試
験
地
を
所
轄
す
る
国
税
局
ま
た

は
国
税
事
務
所

第
一
次
試
験

６
月
10
日(

日)

第
二
次
試
験

７
月
23
日(

月)

〜
26

日(

木)

の
い
ず
れ
か
一
日(

第
一
次

試
験
合
格
通
知
書
で
指
定)

試
験
地

第
一
次
試
験

高
崎
市
、
さ
い
た
ま

市
、
新
潟
市
、
松
本
市
ほ
か

第
二
次
試
験

さ
い
た
ま
市
ほ
か

詳
し
い
こ
と
は
、
関
東
信
越
国
税

局
人
事
第
二
課
試
験
係
1
０
４
８

(

６
０
０)

３
１
１
１
、
ま
た
は
沼
田

税
務
署
総
務
課
1

２
１
３
１
へ
。

認
知
症
の
発
症
や
進
行
は
、
生
活

習
慣
に
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。

保
健
師
が
脳
の
働
き
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
す
。気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き

４
月
５
日(

木)

午
前
10
時
か

ら
と
午
後
１
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３

階
相
談
室
ほ
か

申
し
込
み

高
齢
福
祉
課
介
護
予
防

係
ま
で
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
７

６
２
４
２
へ
。
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広報ぬまた 平成19年３月１日

お
知
ら
せ

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
講
座

両
親
学
級
を
開
催

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

公
募
に
つ
い
て

車
イ
ス
利
用
者
の
つ
ど
い

参
加
者
を
募
集

税
務
職
員
採
用
試
験

も
の
忘
れ
健
康
相
談

相
　
　
談

募
　
　
集

いろんな歌を踊りながら、
歌

うことが得意なるりちゃん
。好

き嫌いなく何でも食べ、特
にピ

ーマンが大好き。外では、
缶ぽ

っくりや三輪車で遊び、家で
はド

レスを着て、アクセサリー
を付

けお姫様に変身します。(沼
須町)

金井 瑠
る

莉
り

ちゃん（２歳10カ月）
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種　　　　目 実 施 月 日 受　付　時　間 場　　　所 対　　　　　　　象

問い合わせ先：健康課保健係1内線７６２０４、健康課予防係1内線７６２０７
白沢町振興局市民課1内線３３、利根町振興局市民課1内線４３

市役所1○23２１１１　白沢町振興局1○53２１１１　利根町振興局1○56２１１１

※乳幼児健康診査・育児相談は、旧沼田市、白沢町の人は沼田市保健福祉センターへ、利根町の人は利根保健福祉センターへ
お出掛けください。

さわやか健康チェック

市 民 献 血

母子健康手帳交付

４カ月児健康診査

10カ月児健康診査

1歳6カ月児健康診査

３ 歳 児 健 康 診 査

２ 歳 児 歯 科 相 談

育児相談●●●●

４カ 月 児 健 康 診 査

1 0カ月児健康診査

育児相談●●●●

マタニティセミナー

４月３日(火)

４月12日(木) 

４月13日(金) 

４月18日(水) 

４月24日(火) 

４月20日(金) 

４月11日(水) 

４月10日(火)

４月５日(木)

４月26日(木)

４月19日(木)

４月27日(金)

４月６日 (金)

４月27日(金)

４月18日(水)

午前10時～11時30分

午前８時30分～11時30分

午後１時30分～２時15分

午後１時～１時20分

午後１時～１時45分

午後１時～１時45分

午後１時～１時45分

午後０時30分～１時30分

午後１時～１時45分

午前９時30分～11時

午後１時～３時

午前９時30分～11時

午後０時45分～１時45分

白 沢 振 興 局

市保健福祉センター

市保健福祉センター

利根保健福祉センター

市保健福祉センター

市保健福祉センター

利根保健福祉センター

月曜日～金曜日
（祝日を除く）

わんぱくクラブ

こあらクラブ

エンゼルクラブ

妊娠届出書をご持参ください。

生後３カ月から生後９０カ月に至るまで
の間にあるお子さん

全地区。体脂肪率、血圧測定など

４月の市民献血はお休みです。

平成18年12月 １日～12月 25日生まれ

平成18年６月１日～６月30日生まれ

平成17年９月１日～９月17日生まれ

平成17年９月18日～10月12日生まれ

平成16年１月１日～１月24日生まれ

平成17年４ ･ ５月生まれ

旧沼田市・白沢町の乳児（1歳未満）

旧沼田市・白沢町の幼児

平成18年12月・平成19年１月生まれ

平成18年５・６月生まれ

保健ガイド ４月

ＢＣＧ・ＤＰＴ三種混合・ＭＲ二種混合(麻しん風しん)・日本脳炎は医療機関で実施しています。
持ち物：母子健康手帳・予診票・健康保険証(ポリオは必要ありません。)
詳しくは｢予防接種のお知らせ｣｢予診票綴｣｢予防接種と子どもの健康｣をご覧ください。

ふれあい福祉センター

４月の休館日
2．9．16．23．30日

1 23 ３４９７

ふれあい福祉センター健康相談
とき ３月８日(木)／午前10時
～11時30分
内容 健康相談・栄養相談
とき ４月12日(木)／午前10時
～11時30分
内容 血圧測定・握力測定
ところ ふれあい福祉センタ－

とき 3月5日･12日･19日･26日、4月2日･9
日･16日･23日／午後１時～３時

ところ 市保健福祉センター相談室

とき 月～金曜日(祝日を除く)／午前９時～午
後５時

ところ 東原庁舎１階家庭児童相談室1内線
７７２０１

とき 3月14日(水)午後1時～4時、4月18日
(水)午後1時30分～4時／あらかじめ電話で
予約を受け付けています。社会福祉課社会
係(東原庁舎内)1内線７７２４２へ

ところ 市保健福祉センター２階相談室

とき 月～金曜日(祝日を除く)／午前８時30
分～午後５時

ところ 青少年育成相談センター(中央公民館
２階事務室隣)、電話相談の場合は、1○23５
４１１へ

とき 3月6日･13日･20日･27日の火曜日／午
前９時～午後４時

ところ 中央公民館学習相談室

とき 3月１日･15日、4月５日･19日の木曜
日／午前10時～正午､午後１時～３時

ところ 市役所市民相談室

とき 毎週火曜日／午前10時～正午、午後１
時～３時

ところ 市役所市民相談室

ふれあい総合相談
(心配ごと･結婚･人権相談など)

家庭児童相談
(児童の養育や家庭の諸問題に関する相談)

法律相談（弁護士による相談）

青少年相談
(青少年健全育成・非行に関する相談)

生涯学習相談
(趣味・実用講座に関する相談)

年金相談(国民・厚生年金保険などの相談)

就業援助相談(内職相談など)

そうだん

４月のこあらクラブはお休みです。

４月のマタニティーセミナーはお休みです。

歯科健診・歯科相談・フッ素塗布を実施。持ち物：お子さんの歯ブラシと母子手帳。

４

月

の

予

防

接

種

ポリオ



この広報は再生紙を使用しています

上
毛
か
る
た
競
技
県
大
会

一
昨
年
は
、記
録
的
な
豪
雪
。

今
年
は
記
録
的
な
暖
冬
。
全
国

的
に
も
花
の
開
花
が
早
ま
る
よ

う
で
、
何
か
と
急
が
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

利
根
町
で
は
、
時
季
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
福
寿
草
が
花
を
咲

か
せ
、
例
年
ど
お
り
の
春
の
訪

れ
に
心
が
和
み
ま
す
。

今
月
、
各
学
校
で
卒
業
式
が

行
わ
れ
ま
す
。
草
花
が
芽
吹
き

花
を
咲
か
そ
う
と
す
る
こ
の
季

節
。
新
し
い
期
待
や
希
望
と
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
出
に
胸
を
膨
ら

ま
せ
る
卒
業
生
の
皆
さ
ん
へ
、
卒

業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市 県 民 税
国民健康保険税
国民年金保険料
介 護 保 険 料
上下水道使用料
下水道等受益者負(分)担金

随時期
12  期
２月分
随時期
６　期
６　期

納期限　４月２日(月)

今月の納税など
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「
広
報
ぬ
ま
た
」
発
行
／
沼
田
市
役
所
　
〒
３
７
８
　
８
５
０
１

群
馬
県
沼
田
市
西
倉
内
町
７
８
０

1
０
２
７
８

２
１
１
１
　
毎
月
１
日
発
行
　
編
集
／
秘
書
課
　
印
刷
／
利
根
印
刷
所

今
年
で
六
十
回
を
迎
え
た
大
会
が

前
橋
市
の
ぐ
ん
ま
武
道
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
や
全
国
的
な
知
名
度

を
誇
る
こ
の
大
会
に
は
、
本
市
か
ら

個
人
・
団
体
の
六
部
門
に
予
選
を
勝

ち
抜
い
た
十
四
人
の
小
中
学
生
が
参

加
。
個
人
戦
小
学
校
低
学
年
の
部
で

鈴
木
孝
宜
君(

東
原
新
町)

が
三
位
、
中

学
校
の
部
で
は
高
橋
義
典
君(

薄
根

町)

が
五
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

本庁舎・北庁舎・東庁舎が
ISO 14001を認証取得

○23

春

天
てん

文
もん

元年(１５３２)沼田氏の１２代顕
あき

泰
やす

は、古城と呼ばれる沼田下公園に鞍
くら

打
うち

城(蔵内城)を築城する
にあたり、白沢町高平松

まつ

ケ
が

窪
くぼ

の白沢川より水路を掘り割り用水とした。白沢用水である。この工事の
施工者の一人が沼田氏の旧

きゅう

臣
しん

で、久屋に本拠を持つ久屋左馬丞(允)である。城下の命の水、想像を絶
する難工事であったに違いなく、水路を訪ねると当時の労苦が偲ばれる。当時架けられた細長くゴツ
ゴツとした荒々しい石橋、役目を終えた今も左馬丞の名を残して歴史を物語っている。

(沼田市文化財調査委員：金井竹徳)

シリーズ ⑧

左馬丞(允)橋（白沢町上古語父）
さ まのじょう


